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要  旨 

本研究の目的は，子育てをする保護者 5 人に対する半構造化面接法によるインタビュー調査を通じて，過去の子育て観

によって育てられた現代の子育て世代はどのような子育て観を持っているのかについて，出生順位の視点から明らかにす

ることである。結果として、現代の子育て観がつくられた背景には，①育ってきた環境，②生き方やこだわり，③日常的

な経験があることが推察された。また，幼児期から将来への期待の変化で見ると，過去の子育て観では第一子の男子のみ

期待が高いまま変化がなかったが，現代の子育て観では，第一子のみ期待が高い幼児期から，将来的に見れば，きょうだ

い同士がお互いに支え合うような存在になってほしいと期待していた。現代の子育て観には出生順位による期待の差異は

ほとんどなく平等に期待されるようになったことが示唆された。 
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1． はじめに 

日本では，合計特殊出生率が 1990 年に 1.57 と

なり「1.57 ショック」と呼ばれ，日本全体で少子

化を問題と捉えた。2022 年は 1.26 と現在も低い

水準を保っており，子どもが少ない社会であると

言える。そのような社会全体でどのように子育て

を進めていけばいいのだろうか。そもそも子育て

とは，保護者が，養育が必要な主に乳幼児期の子

どもの成長を助け，社会に必要な力を育てること

である。夫婦はそれぞれが信念や子育てへの考え

方を持ちながら子どもに関わっており（安保ら, 
2020），角野・藤崎（2022）は，「子どもを育てる

ことについての考えや信念」のことを子育て観と

呼んでいる。つまり，保護者は養育する子どもに

対して，「どのような成長をしてほしいか」「その

ためにどのように子育てをするか」というような

子育て観を持ち，子育てをしていると言える。 
宍戸ら（2016）は，母親の子育て観の因子分析

結果として，「子どもが言うことを聞かないので

イライラする」などからなる育児ストレス，「他の

子が出来て自分の子が出来ないことが多い」など

からなる育児不安，「子育ては楽しい」などからな

る子育てポジティブ，「自分ひとりで子育てをし

ていると感じる」などからなる子育て孤独感の因

子が子育て観をつくることに影響していること

を明らかにしている。子育ての経験によって感じ

る不安や楽しさなど，つまりは日常的な子育てに

関する営みそのものが子育て観をつくっている

と言えるだろう。一方，子育て孤独感や育児不安

の背景として櫻谷（2004）は，「母親なら子どもを

ちゃんと育てるのは当たり前」という周囲からの

母性愛神話が根強く残るなかで，母親たちは一人

で育児を背負い込み，精神的に追い詰められてし

まうということを挙げている。子育ての主体が母

親・女性であるという社会全体の規範意識が子育

てを実践する母親の孤独感や不安感を高める要

因となっているだろう。時代による社会の様子が

子育て観に影響していることについて，落合

（2019）は，日本では農業社会からサラリーマン

社会に転換するときに「子どもの価値」が「生産

財」から「消費財」へと変化したことを述べてい

る。農業社会の時代では，子どもは労働者として

扱われていたが，サラリーマン社会に転換すると

き，子どもは保護者にとっての楽しみとなり，耐

久消費財として大切に育てられるようになった。

母性神話が根強く残りつつも，時代による社会の

変化により子どもに対する価値が変わったこと
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で，子育て観そのものも影響を受け，少なからず

変化していることが推察される。 
 

2． 世代による子育て観の違い 

厚生労働省の人口動態調査によると，2019 年の

第一子から第三子を出産時の母の平均年齢（図 1）
は 30.7～33.8 歳であることや，インタビュー対象

者である乳幼児期の子どもをもつ保護者の年齢

が 30～40 代であったことから，現在（2022 年）

から 30～40 年前の 1980 年～1990 年代生まれを

現代の子育て世代と推定することができる。また，

1980～1990 年に第一子から第三子を出産した母

の平均年齢は 26.4～31.8 歳であるため，1980～
1990 年代の保護者をその 20～30 年前の 1950～
1970 年代生まれと推定する。そして，その 1980
～1990 年代の保護者の世代を過去の子育て世代

とする（図 2）。 

また，1950～1970 年代生まれの保護者は，ちょ

うど高度経済成長期（1955 年頃～1973 年）に生

まれたと言える。そして，この高度経済成長期を

背景に 1960 年代以降に，性別役割分業意識が強

まってきたと言われていることから，そのような

意識がある中で育てられてきたと言える。さらに，

1991～1993 年頃にかけて起きたバブル崩壊によ

る不況の中で子育てをしていたと言える。つまり，

1980～1990 年代に子育てをしていた保護者世代

（1950～1970 年代生まれ）は，性別役割分業意識

が強まってきた社会で育てられ，かつ，社会が不

況の中で子育てをしてきたと言える。 

 

 

 
 

 

2.1 過去の子育て観 

過去の子育て観として，苫米地（2012）は，家

庭環境が同じでも，出生順位の早い子どもの教育

投資が高くなることを明らかにしている。その理

由の 1 つとして，長子は他のきょうだいよりも保

護者と関わる傾向があることや家を継ぐ存在と

してみなされることが多いことから，保護者が教

育投資をした分の費用や資源のリターンを考慮

していることが挙げられるという。つまり，長子

を重要視した子育てであると言える。また，森岡

•望月（2009）は，「直系制家族」として後継ぎを

男子に限り，男子を優先させると家族について解

説をしている。浜崎•依田（1985）によると，親は

第一子に対して自立を期待した態度でしつけを

し，三人きょうだいの場合は第二子にも自立を期

待する気持ちが強いが，末子には「かわいらしい

子ども」を期待し，いつまでも子ども扱いにする

傾向があるという。このように出生順位によって

自立を期待したり，子ども扱いしたりするなど子

育て観が異なっていると言えるだろう。 
以上の先行研究から，過去の子育て観として，

「出生順位によって期待に差異があり，長子・男

子をより期待し，大切に育てる」傾向であると言

える。しかし，子育て観とは，「子どもを育てるこ

とについての考えや信念」（角野・藤崎，2022）と

広範囲に定義されるため，過去の子育て観につい

ては，出生順位や性別の側面からは明らかになっ

ているものの限定的であり，かつそれらの子育て

観を形成する要因については明らかとなってい

ない。以上のような過去の子育て観のもとで育て

られたのが，現代の子育て世代に当たる。では，

現代に子育てをしている世代の子育て観とはど

のようなものであるのだろうか。 
 

2.2 現代の子育て観  

苫米地（2012）によると，現代の日本社会にお

いて，長男が特別な意味を持たなくなってきてい

るとされている。一方で，ジェンダー格差は依然

として存在し，女性よりも男性の方が，教育達成

が高くなるという。現代のジェンダー格差につい

て，日本には性別役割意識が依然として残ってい

ることが挙げられる。内閣府（令和元年 9 月）の世

論調査によると，「夫は外で働き，妻は家庭を守る

べきである」という考え方に対する意識で「賛成」，

「どちらかといえば賛成」と答える者の割合が

1992 年には 60％を超え，過半数の者に性別役割
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分業意識があることが読み取れる。さらに，2019
年になり，以前よりは減少したものの，35％の者

が賛成側にあることから，未だに性別役割分業意

識は残っていると言えるだろう（図 3）。さらに，

世代別の「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきで

ある」という考え方に対する意識調査（内閣府，

令和元年 9 月）によると，現代の子育て世代であ

る 30～40 代において「賛成」，「どちらかといえ

ば賛成」と答える者の割合は 30～35％に及ぶこと

からも，同様のことが言えるだろう（図 4）。 
また，堤ら（2021）は農家を対象とした調査に

よって，「1977 年の継承意識は，対象世帯の多く

で保護者側の『継承させたい意識』が強かったが，

2018 年では，子どもの意思を尊重する方向に変化

してきた。」という。つまり，現代の子育ては，従

来のような出生順位によって差異がなくなって

きたと言えるのではないだろうか。ただし，堤ら

の調査は農家のみを対象とした調査のため，限定

的な家族を対象としたものである。 
以上より，出生順位などによって子どもへの期

待に差異があるという過去の子育て観で育てら

れた現代の子育て世代の子育て観はどのように

形成され，どのような考えや信念なのだろうか。 
そこで，本研究の目的は，現在子育てをする保

護者へのインタビュー調査を通じて，過去の子育

て観によって育てられた現代の子育て世代はど

のような子育て観を持っているのかについて明

らかにすることである。 
 

 
 

 
 

3． 研究方法 

3.1 調査対象者 

対象は実際に子育てをしている乳幼児期の子

どもを持つ保護者 5 人である。対象者の 1 人は，

子どもが 1 人であったが，その他の保護者は 2〜
3 人の子どもを育てている。インタビュー対象者

5 人の年齢は 30 代前半から 40 代前半であった。

なお，インタビュー対象者のプロフィールは表 1
の通りである。 
 

 

 
保護者Ａ 

A の妻は次男が 0 歳 11 か月になる前まで育児

休業を取っており，その後Ａが交代し育児休業を

取っている。Ａは育児休業約 10 か月目で，元々

A は妻と共働きである。育児休業中の A は，今は

子どものことについて全般を担っているという。

子どもの身長体重，何をどのくらいできるかもわ

かるし，ご飯については育児休業を取る前は A と

妻で 1：9 の割合で作っていたが，今は 6：4 程度

の割合で作っているという。また，夫妻は，仕事

以外のほとんどの時間を家族と共に過ごすよう

にしている。一方で，日常的に継続して子育てし

ていると息も詰まるため，月に 1 回程度夫婦でお

互いに自由な時間を設けるようにしている。さら

に，夫婦でお互いに子育てで大事だと思ったとこ

ろは真似をし合うようにしている。 
 

保護者Ｂ 

B は育児休業 11 か月目であり，育児休業を取
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ったことで，妻と子育てについて意見を言い合え

るようになったという。それまでは，B は教育方

針について思うことがあっても妻が子育てを一

生懸命やっているから口出しだけされるのは嫌

だろうと考えていた。今では，お互いに影響を受

けながら，コミュニケーションを頻繁にし，子育

てしている。また，B 自身の長男を見てきた経験

や，B 自身の子育て実践の中で，長男は愛情の表

現がしにくくなるのではないかと思ったことか

ら，それを B の妻とも共有し，長男が甘えさせて

あげられるように意識している。 
 

保護者Ｃ 

Cが育休前に行っていた職場が人権に力を入れ

ていたという。そのため，他の人の子育てを見て

いてジェンダーに関することについて違和感が

あると思うこともあると語る場面があった。育休

を取る前は共働きであった。基本的に子どもが自

分たちで解決できるようにし，手伝ってほしいこ

とがあれば C に言うように子どもに言ってある

ため，子どもが自ら手伝ってと言えるようにして

いる。 
 

保護者Ｄ 

D は子どもと関わりのある会社を経営してい

る。子どもに関わる仕事をしようと思った理由の

一つとして子育てが楽しかったからという。さら

に，現在の仕事をするまでに，ベビーサインの先

生や保育士の資格を取るなどをしている。D は自

身が長女であることから，自分の子どもに対して

も長女の気持ちが共感できるという。そのことか

ら，長女に対して D 自身が嫌だったなと思ったこ

とはしなかったり，長女を優先的に接したりする

ことを意識している。 
 

保護者Ｅ 

E は共働きで，育休は取っていたが，4 月から

保育園に通わせているという。共働きで，仕事が

忙しいということもあり，寂しい思いをさせてし

まったと感じたことから，子どもとの時間を大切

にし，愛情を伝えられるようにしている。例えば

ハグをしたり，抱っこをしたり，わがままではな

い程度の要求には答えるようにしている。また，

子どもに対して夫婦の一方が怒っていたら，もう

一方は子どもの見方をするというように，一緒に

子どもを責めないようにしている。 
 

3.2 調査期間および所有時間 

調査は 2022 年 2 月～9 月に，半構造化面接法に

よるインタビュー調査を行った。対象者のうち４

名はオンラインで行い，1 名は直接インタビュー

を行った。所要時間は 30 分から 1 時間程度であ

った。インタビューをするにあたり，研究の概要

について筆者らが説明し，同意書への記入，撤回

書の有無を知らせた。同意を得た上で，IC レコー

ダーに記録した。 
 
3.3 調査内容 

インタビューでは，まず「普段，子育てで大事

にしていること」について尋ねた。子育てで大事

にしていることについて答えた後には，なぜそれ

を大事にしているのかと質問を追加した。この質

問は，子育て観とそれがつくられる背景を分析す

るために尋ねた。子育て観は，子どもを育てるこ

とについての考えや信念（角野・藤崎，2022）の

ため，子育てについてどう思うかを直接尋ねるこ

ともできたが，本研究では，出生順位の視点から

子育て観を分析するため子育てで大事にしてい

ること，意識していることを尋ねた。 
次に，「子育てをする際に，きょうだいの出生順

位による長子らしさや末子らしさなどを感じる

ことはあるのか，あればどのようなことか」を尋

ねた。この質問をするにあたり，まず対象者自身

のきょうだい構成について尋ね，次にきょうだい

の中での自身やきょうだいの役割について尋ね

た。その後，対象者の性格や出生順位による役割

と対象者の子どもの性格や人格が似ているかど

うかを尋ねた。この質問は，対象者が子どもに求

める性格や人格は，自身の出生順位による経験に

よって生み出された長子らしさや末子らしさと

いった考えが影響している可能性があることを

確かめるため尋ねた。 
次に，「子どもにどのように育ってほしいか，子

どもの将来への期待は何か」「将来，どのようなき

ょうだい関係になってほしいか」といった子育て

観の中でも将来への展望について尋ねた。この質

問により，現代の子育て観と出生順位による子ど

もへの期待の差異の有無について分析できるの

ではないかと考えた。さらに，将来への展望の理

由を尋ねていく中でどのようなことが影響して，

きっかけとなって，出生順位に対する考えやイメ

ージを持ち始めたのか，対象者自身のきょうだい

の出生順位に対する考えやイメージが子育て観

に影響しているのではないかと考えた。 
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3.4 分析方法 

インタビュー内容は対象者の承諾を得て IC レ

コーダーに録音した。その録音した回答内容につ

いて，遂語録を作成してデータ化した。本研究で

は，出生順位による差異がある過去の子育て観が

現代の子育て観にどう影響しているのかを分析

していく。具体的には，子育てがつくられた背景

と現在の子育て観の 2 つの面から分析する。 
 
3.5 倫理的配慮 

本研究のインタビュー調査を実施するにあた

り，事前に研究目的，質問項目および個人情報の

取り扱い，所属機関名の非特定化，データの保管

方法について書面と口頭にて説明し，同意書の返

送をもって同意が得られたものとみなした。また，

調査に対する参加・拒否・中断の自由についても

説明し，同意を得られた場合に限り，調査協力者

とした。なお，本研究は三重大学教育学部の研究

倫理審査委員会の承認を得ている。（承認日 2022
年 3 月 17 日，承認番号 No.2021-21） 
 

4． 現代の子育て世代が持つ子育て観がつく

られた背景 

結果として，①育ってきた環境，②保護者自身

の生き方やこだわり，③日常的な経験，の 3 つが

子育て観がつくられる要因となっていることが

示唆された。 
具体的には，①保護者自身が自分の育った環境

と同じように育てたい，もしくは，反面教師的に

自分の育った環境と違うように育てたいという

ように，対象者の保護者の子育て観（つまり過去

の子育て観）が何らかの形で影響しているという

語りが中心的にあった。しかし，過去の子育て観

が影響して現在の子育て観をつくったと読み取

れる語りがあったものの，それは対象者の語りの

みから読み取ったもので，実際に対象者の保護者

はどのような子育てをしていたのかは不明であ

る。さらに，対象者がもつ現代の子育て観は，過

去の子育て観によってつくられたものか，自身が

きょうだいとともに過ごす中で生まれた出生順

位に対する考えやイメージによってつくられて

きたのか，どちらかを語りから考えることは困難

である。よって，第 5 章では過去の子育て観と対

象者自身から生まれた出生順位に対する考えや

イメージという二つの観点から分析を行う。 
また，②，③については，②保護者自身の生き

方やこだわりが子育てをするときにも表れてい

ることが中心的な語りや，③子育てをしている中

で，子どもへの接し方変えるようになったなど，

子育て実践や職業などの経験が現在の子育て観

をつくっていることが中心的な語りがあった。 
一方で，これらの育ってきた環境などが子育て

観に影響するものの，それだけが現代の子育て観

をつくる背景にあるわけではなく，時代の様々な

変化の影響や青年期以降の様々な人たちとの関

わりなどの影響も受けているのではないだろう

か。インタビュー対象者は 30～40 代で，ここ 30
～40 年では，性別役割分業意識が少しではあるが

減少していたり，女性の社会進出，LGBTQ にお

ける人権問題等が取り上げられたりするように

なり，価値観や考え方などが変わってきていると

言えるだろう。そういった時代の変化の中で子育

てに対する考えが変わってきている人達が今回

のインタビュー対象者であることを念頭に置い

ておきたい。 
対象者の語りを交え，育ってきた環境，生き方

やこだわり，日常的な経験がどのように現代の子

育て観をつくっているのかを分析していく。対象

者の発言については斜体で示し，前後に筆者の解

釈を加えた。また，インタビューで，子育てで大

事にしていることや子どもへの期待について尋

ねたのは，その答えがその人の「子どもを育てる

ことについての考えや信念」，つまり子育て観で

あると考えたからである。 
 

4.1 育ってきた環境によってつくられた子

育て観 

保護者自身が育ってきた環境によってつくら

れた子育て観について，2 つの観点から分析して

いく。1 つは，現代の子育て世代の保護者（イン

タビュー対象者）の保護者の子育て観，つまり過

去の子育て観が現代の子育て観をつくるという

観点，もう 1 つは，保護者（インタビュー対象者）

から生まれた出生順位による長子らしさや次子

らしさという考えやイメージが現代の子育て観

をつくるという観点である。 
1 つ目の現代の子育て世代（インタビュー対象

者）の保護者の子育て観(過去の子育て観)が現代

の子育て観をつくるという観点について考察す

る。B へのインタビューの初めに，対象者に対し

て「子育てで何か大事にしていることはあります

か。」と尋ねた結果として，対象者が育ってきた環

境が子育て観をつくっていると推察される語り

を見ていく。以下は，B の子育てで大事にしてい

ることについての語りである。 
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B： いろいろあるんですけど。1 番で言うと，大

人の言うことに従わせるっていうことをし

ないようにはしてる。大人の言うことが絶

対みたいな，そういう感覚にならないよう

に。自分で判断できるように，言葉かけみ

たいなのは，意識するようにはしてるかな

っていう，ところかな。1 番はそこ。（中略）

1 つは，自分の育った環境っていうのは，1
つあるかなという部分。そんなにこう，ガ

ミガミと親からこうしなさいって言われた

ことが基本的に僕はないっていう部分。あ

と，やっぱり教師してるっていうところは

大っきいかなと思ってて。（中略）それぞれ

が意見ちゃんと，思ったこと言ってみたい

なところが，教師やってて大事やなって思

うし。この先の社会に出たときに必要な力

っていう風には感じてるので。 
 

このように，保護者 B 自身は幼少期より保護者

から口うるさく言われたことがないという環境

で育ってきた。保護者 B は自分自身が実践する子

育てで大事にしていることの 1つとして子どもを

大人の言うことには従わせず，子ども自身で何事

も判断できるようになることを目指して，日常的

な言葉かけを意識することを挙げている。つまり

は，保護者 B が子育てで大事にしていることとし

て「子どもの意思を尊重し，自分の判断で行動さ

せるようにする」ことが推察される。また，保護

者 B が自身の幼少期に受けた子育て，つまりは過

去の子育て観から影響を受けていると考える。た

だし，保護者 B の保護者本人の語りではなく，実

際にどのような信念を持って過去に子育てを営

んでいたかは定かではない。 
次に，長子らしさなどといった考えやイメージ

が現代の子育て観をつくるという観点から A の

語りを見ていく。A 自身のきょうだいの中の役割

を聞いていくと，その役割は A にとってのきょう

だいの出生順位による長子らしさなどといった

考えやイメージになっていることが語りから読

み取れる。 
まず，A 自身のきょうだい構成を尋ね，その後

A 自身のきょうだいの中での役割があるのかど

うか尋ねたのが以下の会話である。A は 4 人きょ

うだいで，姉，A（長男），弟，弟というきょうだ

い構成である。 
 
筆者： きょうだいの中での自分の役割みたいなの

ってありますか。 
A： 強いて言うなら，何かをやるってなった時

に，見本っていうか，1 番最初にじゃあ俺が

やってみるっていうのは，僕の仕事みたい

な感じですかね。親戚とかが集まって，1 番

最初に会話を切り出すのは，お兄ちゃんや

ろみたいな空気があるので。（中略）1 番前

で，前線で出て行くみたいなのは僕みたい

なのはちっちゃい頃からよくあったなと思

いますね。 
筆者： お姉ちゃんじゃないんですか，それは。 
A： お姉ちゃんではないですね。（中略）お前長

男やったらもっとしっかりしてろとか，次

男とかお姉ちゃんよりも，家の中にいたら

長男は 1 番頑張ってなあかんみたいな空気

をちっちゃい頃から感じていたんで。（中

略）風潮がずっとありました。長男 1 番頑

張れ感はあったんで。すごい真面目にやら

なきゃって思ってました。ふざけてたらあ

かんやろっていう。 
筆者： 期待を背負ってたって感じですか。 
A： そうですね。人一倍頑張らなとか。家族が

困ってたら 1 番考えて行動しなあかんと

か。そんなんは，自然と勝手な意識の中に

ありました。 
 
このように，A 自身は幼少期からきょうだいの

中で長男としての役割を感じながら育ってきた。

具体的には，A には姉がいるが，長男でもあるこ

とから，長男はきょうだいの見本として行動し，

真面目で，家族のために 1 番考えて行動するとい

う役割を感じていた。 
この長男としての役割は，「自然と勝手な意識

の中にありました。」という A の語りから，きょ

うだいの長男として育ってきた中で A 自身から

生まれた，長男らしさといった考えやイメージで

はないかと推察される。ただし，長男としての「空

気をちっちゃい頃から感じていた」「風潮がずっ

とありました。」という語りから保護者 A の保護

者の子育て観が影響していることも推察される。

さらに，A が持つ出生順位に対する考えやイメー

ジ（長子など）について，金山･笹山（1997）は，

長子は「誠実」というステレオタイプがあること

を明らかにしている。この「誠実」因子の中で，

「頼りになる」，「きまじめである」，「責任感が強

い」ことが挙げられている。これらは A がもつ出

生順位による考えやイメージと類似している。つ

まり，A 自身が持つ長男に対する考えやイメージ

は独自的な考えではなく，一般的なものであると

推察できる。よって，A がもつ出生順位による考

えやイメージ（長子らしさなど）は，A 自身がき

ょうだいの長男として育ってきた中で生まれた

のか，社会の中でつくられたステレオタイプによ

って影響されたのかは定かではない。 
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そして，この A の長男はきょうだいの見本とな

り，真面目で，家族のために１番に行動しないと

いけないという出生順位による考えやイメージ

が，A 自身が持つ子育て観に影響していると推察

されるのが以下の語りである。 
 

筆者： 今，お子さんはお２人とも，女の子じゃな

いですか。自分（A さん）はその長男って

いうものを背負って育ってらっしゃって

いて，長女，次女ってどう見えてるんです

か。 
 
 

A： 長女のお姉ちゃんの方には，ある程度い

ろんなことを我慢してあげてほしいって

いうのをやっぱり言いますね。やっぱ（妹

は）言葉もわからへんし，危ないこともわ

からへんからそこはお姉ちゃんから判断

してあげてほしい。妹見てる時はしっか

りしててね，みたいな。（中略） 
筆者： その時のお子さんの反応ってどんな感じ

なんですか。 
A： あ，わかったみたいな感じですね。思って

いる以上に頑張ってくれるっていう感じ

ですね。（中略）なんか妹の見たいテレビ

番組に合わせてくれてたりとか。優先し

てお姉ちゃんとしてなんかこう妹に譲っ

てあげてくれるとこがあって，またそれ

をね，やっぱ頑張ってありがとうって褒

めたりして。そこはすごくありがたいし，

でもそうなってほしいなっていうところ

も思ってるし。 
 

このように A は自分の子どもである長女に対

して，妹のためにいろんなことを優先したり，危

険なことは判断したりすることを期待している。

この期待の背景には，A 自身が長男として家族が

困っていたら１番に考えて行動していたことか

ら，同じ長子である A の子どもの長女に対して妹

が困っていたら考えて行動できるように期待し

ていることが推察される。つまり，A が持つ出生

順位による考えやイメージ（長子らしさなど）を

A の子どもに期待しているということが推察さ

れる。一方で，妹は幼く，年齢的に言葉や危険な

ことが判断できないため，言葉が判断できる年齢

の高い者としての長子らしさを期待していると

も推察される。 
以上のことより，A のきょうだいの中の役割か

ら生まれた出生順位による考えやイメージ（長子

らしさなど）から，A の「言葉が分からない末子

に対して長子が判断し，優先してあげてほしい」

という子どもへの期待に影響している推察され

る。また，A の語りからその期待は過去の子育て

観の一部のように，長子に長子らしさ（後継ぎな

ど）を期待するという意味ではなく，長子は年齢

が高く，言葉が判断できる者として見なされてい

ることが読み取れる。つまり，末子が特別に扱わ

れているわけではなく，今は幼いから長子に長子

らしさを期待してしまうことが推察される。 
 
4.2 保護者自身の生き方やこだわりによっ

てつくられた子育て観 

ここでは，保護者自身の生き方やこだわりから

つくられたと推察される子育て観について見て

いく。子育てで大事にしていることは「子どもが

やりたいことを優先している」という A の語りを

見ていく。A は子育てで大事にしていることは何

かという質問に対し，たくさんあると答え，その

中でも重要度が高いものは何かと尋ねると以下

のように答えた。 
 

A： 子どもファーストであることですね。全部。

例えば，子どもが何何したい，宿題終わっ

てお父さんに本読んでほしいとかがあった

ら，僕がなんかしてても，そっち優先。（中

略）土曜日に，「どこどこ行きたい。」と子

どもが言ったら，行こう，公園行こう。動

物園って言うたらよし，連れてってやろう。

全て子どもファーストで生活するっていう

のが，今心がけてることですかね。 
筆者： それってかなり難しいことじゃないです

か。 
A： いつもなんか金曜の夜とかになんか土日し

たいことあるかって聞いたら，一緒にお絵

かきしたいとか，おままごとがしたいだと

か言ってるんで，午前中とうとうと一緒に

やろかとか言ったりとか，午後からは，か

あかあと一緒にお買い物行こなとか言っ

て，ずっと一日目はその子どもがしたいこ

とばっかりしているわけではないので。普

段これしたいって言うたら，それを優先す

る。我慢させるっていうのは，まだそんな

に，させてないかなぁていう感じですね。 
 
このように保護者 A は，自分自身が実践する子

育てで大事にしていることの 1 つとして，語りか

ら，「全て子どもファーストで生活する」ことを大

事にしている。子どもファーストとはどういうこ

とか，具体例を聞いていくと，子育てをしている

保護者 A が基本的には子どものしたいことを我

慢させずに，願いを第一に優先させていることが

読み取れる。つまりは，保護者 A が子育てで大事

にしていることとして「子どもがしたいことを優
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先し，我慢させない」ことが推察される。 
また，子どもがしたいことを優先し，我慢させ

ない理由として，Ａは筆者の以下の質問に対し，

次のように答えた。 
 
筆者： 仕事がすごく忙しい時とかはどうだったん

ですか。 
Ａ： まぁでも去年ぼく働いてましたけど，優先

的にでも子どもと遊んでましたね。やっぱ

り，子どもがしたいことに合わして，プー

ル行こうってなったら，プール行こうって

言って。だから，疲れているから嫌だとか，

それは，俺は嫌いだからやりたくないとか

は言わずに。 
 (中略) 
A： だって，断ったらぐずるじゃないですか。

上の子はね，喋れるけど，断ったら暗い顔

するじゃないですか。だから悲しいですよ

ね。子どもと何か一緒にするために，奥さ

んと育てているはずやのに，自分の都合あ

るからお前が我慢しろって言うはちょっと

筋が違うと自分は思うんで。できる限りは

合わそうっていうのが奥さんといつも言っ

てることですね。 
 

このように A は自分の都合で子どもに我慢さ

せるのは筋が違うという生き方やこだわりを持

っている。 
また，他に子育てで大事にしていることについ

て尋ねると，大人が子どもの見本になることを挙

げた。そしてこの方針の背景からも以下の語りよ

うに A の生き方やこだわりが見られた。 
 

A： 大人が見本になるっていうのは結構心が

けてますね。（中略）子どもに言う前にま

ず自分らが見本を見せるっていうのは結

構意識してるかなと思いますね。 
（中略） 
出来てないから子どもに言われることも

あるんすけど，それを大人はええねんじ

ゃなくて，ちょっと頑張ろうとしてます

ね。 
 

このように子どもに言うからには自分が見本

になるように行動するという A の生き方やこだ

わりが感じられた。このように，A の「子どもが

したいことを優先し，我慢させない」という子育

て観は，A の生き方やこだわりが影響してつくら

れていると推察される。 
 
 
 
 

4.3 日常的な経験によってつくられた子育

て観 

ここでは，子育て実践による経験や，職業での

経験など，日常生活の中で子育て観がつくられた

と推察される語りを見ていく。まず，D の子育て

実践による経験によって子育て観がつくられて

いると推察される語りを見ていく。以下は D に子

育てで大事にしていることについて尋ねた後の

語りである。 
 

D： 大事にしているのはですね，子どもに対し

て過度な期待はしないようにしてて。（中

略）うちやっぱり，1 人目だったので，なん

か教育の本とかめちゃくちゃ読んだし。

色々，こういう子にしたいっていう願望は

あったし。だから，習い事とかも結構させ

てたんですけど（中略）自分の中で，上の

子に負荷というか，期待をすごいかけちゃ

ってたなって思って。それから，あんまり

自分が期待しすぎないようにしてる，って

いうところがありますね。（中略）その子が，

大事にしてることを大事にしてあげたい

な，というふうに思ってますね。 
筆者： お姉ちゃん（第一子）今，何されてるんで

すか。 
D： 来年受験なんですよね。なんで，自分が行

きたい高校，やりたいことがあるって言っ

て。（中略）なので，彼女がなんか行きたい

所を，そうですね。 
 
このように D は，子育てで子どもに対して過度

な期待はしないようにすることと子どもが大事

にしていることを大事にすることを意識してい

る。子どもに対して過度な期待はしないようにす

る理由として，「1 人目だったので，なんか教育の

本とかめちゃくちゃ読んだし。色々，こういう子

にしたいっていう願望はあったし。だから，習い

事とかも結構させてたんですけど」「上の子に負

荷というか，期待をすごいかけちゃってたなって

思って。」という語りからも，第一子に期待をかけ

すぎてしまったと感じた経験が読み取れる。 
また，子どもが大事にしていることを大事にす

るとはどういうことか，子どもが行きたい高校や

やりたいことを優先させていることが読み取れ

る。つまり D は，第一子の子育ての経験から，「子

どもがやりたいことを優先する」ことを子育てで

大事にしていると推察される。 
次に，E 自身の就職活動の経験によって子育て

観がつくられていると推察される語りを見てい

く。以下は，E の子どもの将来への期待について

の語りである。 
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E： 自分のやりたいことを好きなようにやっ

てほしいなと思っていて。私からここに

行ったらいいんじゃないとか言わないよ

うにはしようかなと思ってるんですけ

ど，選択肢だけは広げたいなって思って

るんで。高校生くらいまでに，いろんな国

とか場所とか，職業とかもいろいろある

ので，そういうの教えられたらいいなと

思って。結構，自分就活してて，知らない

職種とか結構あったので，もっと昔，何か

知れてたら可能性があったのかなって。 
筆者： 就活もされてたんですか。 
E： そうですね，公務員とかもいろいろ就活

も普通にしてて。そうですね，なんかいろ

いろ，英語も，だからちっちゃい時にほん

とはやりたかったと思ったので，英語は

やらせようと思ってます。今はなんか教

材とか。 
あ，そんな，形だけ…教材買っただけで，

あんませずに進んでないんですけど，育

休中とかは何か一緒に見たりして。けど

まぁちょっとずつ英語触れる機会がある

といいなと思っていて。もうちょっと大

きくなったら，英会話とか。たぶん英語出

来るだけで，結構可能性広がるかな。 
 

このように E は，自身の子どもへの将来の期待

として，「自分のやりたいことを好きなようにや

ってほしい」と語った。自分のやりたいことを好

きなようにやってほしいとは，将来の職業を考え

る際に選択肢を広げたいということが読み取れ

る。またその理由として，E 自身が就職活動をし

ていて，前からあらゆる職種について知っていた

り，英語ができたりすれば，将来の選択肢が広が

っていたのではないかと考えたからだと読み取

れる。つまり，E 自身の就職活動の際に選択肢が

少なかったという経験から，自分の子どもには

「やりたいことをやらせたい，そのために選択肢

を広げたい」という子育て観がつくられていると

推察される。 
次に，C の職業での経験によって子育て観がつ

くられていると推察される語りを見ていく。以下

は，C の子育てで大事にしていることについての

語りである。 
 

C： 子育てというと，子ども 1 人にですか。き

ょうだいとか関係なくっていう感じですよ

ね。大事にしていることは，本人の考えを

1 番優先する。本人がどうしたいかってい

うのをなるべく，尊重するようにしてます。 
筆者： きょうだいについて何か子育てで大事にし

ていること，もしあれば。 
C： なるべく，私は間に入らへんようにするこ

とを心がけてます。喧嘩じゃないけど，物

を取り合うみたいな時があっても，私がや

っていることをジャッジするんじゃなく

て，お互いでどうにか解決じゃないけど，

どんな気持ちしたかを，だめやでって言う

んじゃなくって，この物とったら，相手が

多分，下の子が泣いたりするんで，それを

見て，どうしたいかみたいな，声をかける

ように心がけてます。それがダメとかでは

なくて。それを見て自分がどう感じたかな

みたいな感じで。それは気をつけるように

してます。 
 
このように C は，実践する子育てで大事にして

いることの 1つとして子どもの意思を尊重するこ

とを挙げている。また，子ども（きょうだい）が

喧嘩したときは C が介入して止めるように指示

するのではなく，相手の気持を考えさせて，きょ

うだい同士で解決できるように声をかけている

と読み取れる。また，この語りに続き，C が子ど

もの喧嘩に介入しない理由について以下のよう

に語った。 
 

C： 大人が入れば入るほど拗れるというか，や

やこしく話をしているなっていうのが常々

思っていて。きょうだい関係だけじゃなく，

友達関係でもそれはそうだなと思うんです

けど。（中略）相手の親のこともあったりと

かして，難しい部分もあるので，（中略）き

ょうだい関係の中では，大人は介入しない

で済むような場面であれば，しないで，子

ども同士でこう，解決じゃないけど，折り

合いをつけるみたいなのを学んでほしいな

とは思って，接するようにはしてて。 
 
このように C は，大人が介入するほど話が拗れ

てしまうという教員としての経験から，子ども同

士の喧嘩に介入しないということが推察される。

さらに，C には 3 歳の長女と 0 歳 10 か月の次女

がおり，幼い子ども（きょうだい）2 人がどのよ

うに揉めるのかを尋ねると，次女が長女の工作を

壊したり，逆に長女が次女のおもちゃを取ったり

するなどが揉め事の中心と語った。そういった揉

め事が起こったときにどのように対応するのかC
は次のように語った。 
 
筆者： （3 歳の長女が）嫌がった時に，親としてど

う対応するんですか？ 
C： もしどうしても困ったんやったら，助けて

って言ってくれたら助けるでっていうこと

は言っていて。言わんと，勝手に介入はし

ないように気をつけようって思っていて。

おもちゃで遊ぶ時に，工作していたら，手
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が届く範囲やったら，壊されるっていうの

は常々伝えてるんで。 
筆者： やり方は伝えるけど，それをどう使うかは

あなたで決めてって。 
C： そういう感じです。けどもし手伝えること

があれば手伝うから，怒ってとはそういう

ことではなくて，これを手伝ってほしいっ

ていうことを，自分で言ってねっていう風

には伝えていて。 
 

次女より言葉が理解できる長女に対して，次女

にされて嫌だと感じたら C に助けを求めるよう

に伝えてあるということだと読み取れる。C はこ

のときも，あくまで自分が喧嘩に介入して解決に

向かおうとするのではなく，長女に自分の意思で

助けを求められるように伝えている。以上のこと

から，「子どもの意思を尊重し，きょうだいの関わ

り合いには保護者が介入しないこと」を子育てで

大事にしていると読み取れる。そして，喧嘩した

ときは，相手の気持を考えさせ，子どもの意思で

Cに助けを求められるように声をかけていると語

った。 
以上のことから，育ってきた環境，生き方やこ

だわり，日常的な経験によってつくられたと推察

される子育て観についてまとめる。それぞれの育

ってきた環境や日常的な経験は異なるが，対象者

の語りから類似した子育て観をつくっていると

推察された。 
現代の子育て観としては「子どもの意思を尊重

し，自分の判断で行動させるようにする」，「子ど

もがやりたいと思ったことはやらせる」，「言葉が

分からない末子に対して長子が判断し，優先して

あげてほしい」，「きょうだいの出生順位によって

差異が無いようにする」，「子どもがしたいことを

優先し，我慢させない」，「子どもがやりたいこと

を優先する」，「やりたいことをやらせたい，その

ために選択肢を広げたい」，「子どもの意思を尊重

し，きょうだいの関わり合いには保護者が介入し

ないこと」が挙げられる。つまり，答え方は異な

るが，現代の子育て観として，「子どもに対して出

生順位によって差異はなく，一人ひとり個人とし

て尊重する」ということが言えるだろう。これは，

山田（2004）による「家族の個人化」のように，

子ども一人ひとりに個人主義的な扱いをしてい

ると言えるだろう。山田は，近代社会において，

家族はその関係が選択不可能で解消困難を保持

したまま，社会での規範（例えば，夫婦で共同行

動をする）に対する選択肢が用意され，個人の意

志に委ねられていることを家族の個人化として

いる。つまり，近代社会において家族は「個人の

意思を尊重する」ようになってきていると言える

だろう。このように，家族が個人化されてきてい

る現代において，子育てにおいても子どもに対し

て一人ひとり個人として尊重するようになって

きたのではないかと推察される。 
また，育ってきた環境については，過去の子育

て観が影響して現在の子育て観をつくったと読

み取れる語りがあったものの，それは対象者の語

りのみから読み取ったもので，実際に対象者の保

護者はどのような子育てをしていたのかは不明

である。さらに，対象者がもつ現代の子育て観は，

過去の子育て観によってつくられたものか，自身

がきょうだいとともに過ごす中で出生順位に対

する考えやイメージがつくられてきたのか，どち

らかを語りから考えることは困難である。対象者

の語りの一つに，出生順位による長子らしさなど

の期待がある語りがあった。しかしこれは，「言葉

が分からない末子に対して長子が判断し，優先し

てほしい」というように，末子が幼く，言葉が判

断できないため，言葉が分かる長子に対して出生

順位による長子らしさといった期待をした推察

できる。過去の子育て観の一部のように，長子に

のみ長子らしさ（後継ぎなど）を期待するという

意味ではなく，長子は年齢が高く，言葉が判断で

きる者として見なされていることが読み取れる。

つまり，妹が特別に扱われているわけではなく，

今は幼いから長子には長子らしさを期待してし

まうと推察される。 
さらに，インタビュー対象者の保護者から受け

た子育ては，対象者自身が子育てをするときに，

手本として影響を受けている場合もあれば，反面

教師として影響を受けている場合もあった。また，

きょうだいの出生順位による考えやイメージ（特

に長子らしさ）が見られたことからも，現代の子

育て観は，過去の子育て観が基盤になっているが，

社会の変化に合わせて現代の子育て観に変化し

ていることが推察される。 
 

5． 出生順位によるきょうだいへの期待の差異 

ここでは，出生順位によるきょうだいへの期待

について分析していく。以下は，子どもの将来へ

の期待について尋ねたときの A の語りである。 
 

A： いつか自立していくけれども，ずっと心の

支えではあってほしいな，お互いにって思

いますね。お姉ちゃんが妹だけを支えるん
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じゃなくて，やっぱ大きくなってきたら妹

もお姉ちゃんが悩んだりした時に，支えれ

る存在ではあってほしいなって絶対思いま

すね。親もいつか死んじゃうし，そうなる

とやっぱきょうだいだけで，唯一血が繋が

っている者同士で支え合っていってほしい

から（中略） 
 

このように A は，きょうだいがお互いに支え合

う存在であってほしいときょうだいに期待して

いる。一方で，この語りの前に，以下のように，

長女に対する期待を語る場面があった。 
 

A： 長女のお姉ちゃんの方には，ある程度いろ

んなことを我慢してあげてほしいっていう

のをやっぱり言いますね。やっぱ言葉もわ

からへんし，危ないこともわからへんから，

そこはお姉ちゃんから判断してあげてほし

い。妹見てる時はしっかりしててね，みた

いな。（中略） 
筆者： その時のお子さんの反応ってどんな感じな

んですか？ 
A： あ，わかったみたいな感じですね。思って

いる以上に頑張ってくれるっていう感じで

すね。（中略）なんか妹の見たいテレビ番組

に合わせてくれてたりとか。優先してお姉

ちゃんとしてなんかこう妹に譲ってあげて

くれるとこがあって，またそれをね，やっ

ぱ頑張ってありがとうって褒めたりして。

そこはすごくありがたいし，でもそうなっ

てほしいなっていうところも思ってるし。 
 

このように，言葉が分からない幼い妹に対して，

長女が判断し，優先してあげてほしいという出生

順位による期待に差異が見える語りがあった。そ

の会話の流れの中での，将来のきょうだい関係に

ついて出生順位に関係なくお互いに支え合う存

在になってほしいと語りがあったのである。つま

り，将来のきょうだい関係について，現在の年齢

のように長女が，言葉が分からない妹に対して優

先してあげるような立場として支え合ってほし

いという期待ではなく，同じ立場として支え合え

るようになってほしいという期待が込められて

いると推察される。 
次に，子どもの将来への期待について尋ねたと

きの C の語りである。C 自身のきょうだい関係に

ついて交えながら以下のように答えた。 
 

C： 仲良くはなってほしいなというか。大人に

なっても 2 人で遊びに行ったりとか，その

家族ぐるみで遊べるような関係にはなって

ほしいなとは思ってはいますけど。 
筆者： 一緒に遊びに行って欲しいなみたいなイメ

ージってどう作られてるもんなんですか

ね？ 
C:： 私もそのほんまに，弟と仲が良くなかった

というか，そんな弟と遊んだ記憶っていう

のがなくて（中略）自分もきょうだい仲良

かったら良かったなっていうのはあった

り。あと，同性やったら，何か物を一緒に

貸し借りしたり，一緒に買い物行ったりと

かっていう姿とかを見てたりして，それは

いいなって思ってるのがあったので。そう

いう関係に 2 人が，娘 2 人がなってくれた

ら嬉しいなとは思うんですけど。 
 
このように C は，自身のきょうだい関係が仲良

くなかったという経験から，子どもに対してきょ

うだい同士が仲良くなってほしいという期待を

している。さらに，以下は，C がきょうだい 2 人

に差異が出ないように意識している語りである。 
 
筆者： 普段，例えばその，何か物を買ってあげた

りとか，普段の細かい生活の中で，お姉ち

ゃんとか，妹やからみたいなことって，考

えることってありますか？例えば，おもち

ゃ買うときとか。 
C： 最近言えるようにしてるのは，お姉ちゃん

やからとか関係ないと思うんですけど，や

っぱ，きょうだいって，おもちゃ買うと自

分の物っていう意識が生まれるから，友達

のとことか（中略）同じ物 2 個用意せなあ

かんとかっていうのとかを見ると，買う前

にちゃんと言っとかなあかんなとかってい

うのは，思ったり。 
（中略） 

筆者： 子どもって線引きできない，わかんないで

すもんね。 
C： 上の子もうちょっと大っきくなってったら

わかってくるかもしれないですけど，下が

わかってないときに，上に教えるなや，上

にだけ強要するのも難しいですよね。そこ

ってどういう風にするのかなっていう，ま

だちょっと見つけれてないんですけど。 
 
このように C は，例えばおもちゃを買うときに，

2 人の物でも，子どもは自分の物だという意識が

生まれるから，買う前に 2 人の物であることを言

うようにしていると語った。また， 2 人の物だと

いうことを末子が幼くてわからないからと言っ

て長子にだけ強要するというのは難しいと語っ

た。このことから，きょうだいの出生順位によっ

て差異的な扱いをするのではなく，同じ立場とし

て接しようとしているのではないかと推察でき

る。さらに，上記の「きょうだい同士が仲良くな

ってほしい」という期待も，出生順位によってど

ちらかがどちらかを引っ張るというような期待
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ではなく，同じ立場として仲良くなってほしいと

期待しているのではないかと推察できる。 
以上のことから，現代の子育て観として，出生

順位によるきょうだいへの期待の差異はほとん

どないことが推察される。過去の子育て観として，

「出生順位によって子育て観が異なり，長子・男

子がより期待され，大切に育てられる」傾向にあ

ったが，現代の子育て観は出生順位による期待に

よる語りがほとんどなかったのである。 
一方で出生順位による期待，特に長子らしさを

求める語りもあったが，それは，末子が幼い場合，

言葉が分からない，危険なことを判断できないと

いうことから長子に対して末子を支えるような

存在であってほしいということが推察される。そ

のことから，幼児期の期待と将来への期待におい

て，過去と現代の子育て観では違いがあることが

推察された。幼児期の期待としては，過去は，第

一子の男子の方が期待が高いこと，現代は，性別

による期待への差異はないこと，過去と現代，ど

ちらも第一子の方が期待が高いことが推察され

た。将来への期待としては，過去は第一子へのみ

期待が高いこと，現代は，出生順位による差異は

なく，きょうだいを平等に期待していることが推

察された。つまり，幼児期から将来への期待の変

化で見ると，過去は第一子の男子のみ期待が高い

まま変化がなかったが，現代は，第一子のみ期待

が高い幼児期から，将来的に見れば，きょうだい

同士がお互いに支え合うような存在になってほ

しいと期待していたことから，出生順位による期

待の差異はほとんどなく平等に期待されるよう

になったことが言えるだろう（図 4）。 
 

6． まとめと今後の課題 

本研究の目的は，現在子育てをする保護者 5 人

を対象に，半構造化面接法によるインタビュー調

査を通じて，過去の子育て観によって育てられた

現代の子育て世代はどのような子育て観を持っ

ているのかについて明らかにすることである。 
分析の結果，現代の子育て観の特徴とそれがつ

くられた背景が推察された。そして，現代の子育

て観がつくられた背景を分析する中で，過去の子

育て観が現代の子育て観にどのように影響して

いるかについての示唆を得た。現代の子育て観が

つくられた背景には，①育ってきた環境，②生き

方やこだわり，③日常的な経験があることが推察

された。その中でも，①育ってきた環境において

は，保護者自身が自分の育った環境と同じように

自分の子どもを育てたい，もしくは，これまでの

生育に対する反面教師的に育てたいというよう

な語りから，対象者の保護者の子育て観（つまり

過去の子育て観）が何らかの形で影響しているこ

とが推察された。しかし，対象者の語りのみから

の分析であり，実際に保護者の親世代はどのよう

な子育てをしていたのかは不明である。さらに，

対象者がもつ現代の子育て観は，過去の子育て観

によってつくられたものか，自身がきょうだいと

ともに過ごす中で生まれた出生順位に対する考

えやイメージによってつくられてきたのか，どち

らかを語りから考えることは困難であると推察

する。現代の子育て観としては，出生順位によっ

て子どもへの期待に差異はなく，子どもを一人ひ

とり個人として尊重することや，出生順位に関わ

らずきょうだい同士が支え合う存在になってほ
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しいと期待することが示唆された。子どもを一人

ひとり個人として尊重することについて，山田

（2004）による「家族の個人化」が進んでいるこ

とを挙げる。近代社会において家族は「個人の意

思を尊重する」ようになってきていると言えるだ

ろう。家族が個人化されてきている現代において，

子育てにおいても子どもに対して一人ひとり個

人として尊重するようになってきたのではない

か。さらに，幼児期と将来のきょうだいへの期待

において，過去の子育て観と現代の子育て観に違

いがあることが見えてきた。過去の子育てにおい

ては，第一子の男子のみ期待が高いまま変化がな

かった。他方で現代の子育てにおいては，第一子

のみ期待が高い幼児期から，将来的に見れば，き

ょうだい同士がお互いに支え合うような存在に

なってほしいと期待していた。つまり，現代の子

育てにおいては，出生順位による期待の差異はほ

とんどなく平等に期待されるようになったこと

が推察される。 
本研究の課題としては，5 人のみを対象とした

質的な調査だったため，今後は人数を増やしたア

ンケートによる量的な調査を行いたい。 
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